
市
政
発
展
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝

　
　
　
　
　
平
成
30
年
度
つ
が
る
市
表
彰
式

　

つ
が
る
市
表
彰
式
が
10
月
31
日
、
松
の
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
行
政
連
絡
員
、
消
防
団
員
お
よ
び
交
通
安
全
母
の
会
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
な
ど
に

貢
献
し
た
３
人
に
、
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
福
島
市
長
が
受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
「
皆
さ
ま
の
献
身
的
な
ご
労

苦
と
、
皆
さ
ま
を
支
え
た
ご
家
族
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
培
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
と
英
知
で
一
層
の
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
花
岡
ト
キ
さ
ん
が
「
ふ
る
さ
と
の
力
に
な
ろ
う
と

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
。
こ
の
栄
誉
を
励
み
に
、
ま
す
ま

す
住
み
よ
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

 市民または市に縁故の深い方で、福祉、
勧業、地方自治、教育、文化などの各分
野において市の発展に寄与し、優れた功
績のあった方に贈られます。

花 岡　ト キ  氏
（80歳･木造末広）

　昭和45年４月から平
成29年３月までの永き
にわたり、木造町交通安
全母の会会長およびつが
る市交通安全母の会連合
会会長として交通安全思
想の普及高揚に努め、交
通事故の抑止に貢献した。

佐 藤　公 雄 氏
（60歳･稲垣町沼館）
昭和56年7月から平成
29年9月までの永きにわ
たり、稲垣村とつがる市
の消防団員として生命財
産の保護に努め、消防行
政の推進に貢献した。

長谷川　豊 勝  氏
（68歳･木造越水）

　平成9年4月から平成
30年3月までの永きにわ
たり、木造町とつがる市
の行政連絡員として行政
連絡業務に精励し、行政
運営に貢献した。

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
花
岡
さ
ん

表彰状を受け取る佐藤さん

第
14
回
つ
が
る
市
総
合
文
化
祭

　

市
文
化
団
体
協
議
会
（
鳴
海
賢
治
会
長
）
主
催
に

よ
る
「
第
14
回
つ
が
る
市
総
合
文
化
祭
」
が
11
月
3

日
、
４
日
の
２
日
間
、
松
の
館
を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
部
門
で
は
、
参
加
し
た
市
内
16
の
文
化

団
体
が
日
本
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
観
衆
を

魅
了
。
作
品
展
示
部
門
で
は
、
絵
画
、
生
け
花
、
書

道
な
ど
20
団
体
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
今
回

は
木
造
出
身
の
画
家
・
松
木
満
史
氏
の
作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
市
民
ら
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

藤間流 藤瑩会木造民謡愛好会

レディース・つがる

旧家模型クラブ

稲垣木版画サークル浅草遠州一濤流

稲垣大正琴サークル 松木満史氏作品展示

花柳流 車力京和会

遠州流茶道連盟木造支部の茶道体験

木造高校OB 吹奏楽団「フレンドリー」

作
品
展
示
部
門
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